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ウ  事前契約（播種前契約）の取組状況 

(ア) 近年の事前契約（播種前契約）数量の推移 

 

  

仕入計画数量に占める 
播種前契約の割合 

（②／①） 

仕入計画数量に占める実需者と 
結びついた播種前契約の割合 

（③／①） 

実需者と結びついた播種前 

契約の相手方の内訳 
（④／①、⑤／①） 

 【令和５年産】 

 【令和４年産】 

 【令和６年産】 

 【播種前契約の状況】 

注１：調査対象は、年間取扱数量 500 トン以上の集出荷業者。 

 ２：仕入計画数量は、卸売業者や小売事業者等へ独自に販売を行う米穀の生産年の３月末時点の仕入(集荷)計画数量（見込含む）として調査。 

 ３：播種前契約数量は、生産年の３月末までに締結した事前契約（確認書等により販売数量が決定しているもの）の数量をいう。 

 ４：中食・外食等は、小売以外の実需者（学校給食や事業所給食など）との契約を含む。 

 ５：ラウンドの関係で計と内訳が一致しない場合がある。 

 【近年の播種前契約の状況】 

〇 事前契約（播種前契約）の取組状況について、一定規模以上の集出荷業者を 

 対象に調査を実施。 

〇 ６年産の仕入計画数量に占める播種前契約（複数年契約を含む）の割合 31％。  

  ６年産の仕入計画数量に占める実需者と結びついた播種前契約の割合は３％。 
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(イ) 令和５・６年産米の産地別事前契約（播種前契約）の取組状況（速報） 

  
資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」       
注：１ 報告対象業者は、年間の玄米仕入数量が 500 トン以上の出荷業者。      
  ２ 仕入計画数量は、卸売業者や小売業者等へ独自に販売を行う米穀の生産年の３月末時点の仕入（集荷）計画 
   数量（見込含む）として調査。 
  ３ 播種前契約は、生産年の３月末までに締結した事前契約（確認書等により販売数量が決定しているもの。）をいう。   
  ４ 複数年契約は、播種前契約のうち、複数年にわたる契約をいう。    
  ５ ラウンドの関係で計と内訳が一致しない場合がある。    
  ６ 全国欄には産地の特定が出来ない未検査米等を含んでいるため、産地の合計と一致しない。        
     



28 

 

エ 米の販売・消費動向 

(ア) 購入数量・支出金額の推移（家計調査） 

  

１世帯当たり１か月間の購入数量の推移 

・ 総務省が公表している家計調査によると、令和７年１月の米の購入数量は、 

 対前年同月＋6.8％の 3.8kg、パンは▲ 4.3％の 3.4kg、めん類は▲ 3.1％の 2.7kg。 

資料：総務省「家計調査」家計収支編 二人以上の世帯  

注１：米は精米ベースである。 

（グラム） 
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資料：総務省「家計調査」家計収支編 二人以上の世帯 p 

注１：米は精米ベースである。 

１世帯当たり１か月間の支出金額の推移（前年同月比） 

・ 総務省が公表している家計調査によると、１世帯当たり１か月間の令和 7 年 1 

 月の中食の支出金額は、対前年同月比＋3.7％、外食は＋2.5％。 
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(イ) 消費者物価指数の推移 

  

穀類 ,  136.1 
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米類 ,  171.3 

パン, 124.3 
めん類, 120.0 

90

95

100

105

110

115

120

125

130

135

140

145

150

155

160

165

170

175

1

H31

4 7 10 1

R2

4 7 10 1

R3

4 7 10 1

R4

4 7 10 1

R5

4 7 10 1

R6

4 7 10 1

R7

（月）

資料：総務省「消費者物価指数」2020 年基準、品目別価格指数（全国） 

注１：食料は、穀類以外にも、魚介類、肉類等を含んでいる。 

 ２：穀類は、米類（うるち米）、パン、めん類、他の穀類からなる。 

  ３：令和元年～5 年のデータは年平均、6 年は月次データである。 

（令和 2 年＝100、指数） 

・ 総務省が公表している消費者物価指数（令和２年基準）によると、令和７年１月 

 の米類の指数は対前年同月比 ＋70.9％の 171.3 ポイント。 
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年平均 R1 R2 R3 R4 R5 R6

コシヒカリ 2,457 2,426 2,344 2,288 2,323 2,951
前年比 0.2% ▲1.3% ▲3.4% ▲2.4% 1.5% 27.0%

コシヒカリ以外 2,234 2,246 2,127 2,076 2,203 2,846
前年比 0.1% 0.5% ▲5.3% ▲2.4% 6.1% 29.2%

月次（令和５年） 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

コシヒカリ 2,319 2,292 2,306 2,303 2,271 2,283 2,289 2,333 2,310 2,367 2,422 2,386
前年同月比 2.1% 0.2% 0.7% 0.5% 0.8% ▲1.1% 2.8% 1.7% 0.8% 3.6% 4.3% 2.1%

コシヒカリ以外 2,165 2,169 2,177 2,177 2,201 2,171 2,205 2,162 2,188 2,225 2,279 2,311
前年同月比 7.7% 3.1% 5.3% 5.3% 5.5% 7.5% 6.4% 7.9% 6.2% 5.3% 6.3% 6.9%

月次（令和６年） 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

コシヒカリ 2,440 2,441 2,470 2,384 2,490 2,561 2,683 2,871 3,285 3,787 3,985 4,018
前年同月比 5.2% 6.5% 7.1% 3.5% 9.6% 12.2% 17.2% 23.1% 42.2% 60.0% 64.5% 68.4%

コシヒカリ以外 2,283 2,300 2,306 2,347 2,403 2,483 2,602 2,772 3,152 3,792 3,843 3,868
前年同月比 5.5% 6.0% 5.9% 7.8% 9.2% 14.4% 18.0% 28.2% 44.1% 70.4% 68.6% 67.4%

月次（令和７年） 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
コシヒカリ 4,185 4,363

前年同月比 71.5% 78.7%
コシヒカリ以外 4,051 4,239

前年同月比 77.4% 84.3%

(ウ) 小売物価統計の推移 
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資料：総務省「小売物価統計」動向編 

 注：東京都区部における精米価格である（７日以内の特売分を除く）。 

・ 総務省が公表している小売物価統計によると、令和７年２月のうるち米の 

 小売価格（５kg 当たり）は、コシヒカリで対前年同月比＋78.7％の 4,363 円。 

・ コシヒカリ以外の銘柄の平均では、対前年同月比＋84.3％の 4,239 円。 

（円/5kg、包装・消費税込み） 

（円/5kg、包装・消費税込み） 
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(エ) 米穀販売事業者における販売数量及び販売価格の動向（速報） 

  

資料：農林水産省「米穀の取引に関する報告」 
注１：報告対象業者は、年間玄米仕入数量 50,000㌧以上の販売事業者である。 
注２：上記の数値については、報告対象者が販売している精米の全体の価格・数量の動向を指数化したものであり、個別の取引や 
   産地銘柄毎の動向を表すものではない。 
注３：速報値であるため、公表後の数値修正が生じる場合がある。 

１ 販売数量の動向（前年同月比） 

２ 販売価格の動向（前年同月の価格を基準にした値動き） 

・ 米穀販売事業者における令和 7 年 1 月の販売数量は、対前年同月比で小売事業

者向けが 94％、中食・外食事業者等向けが 101％で、全体としては 97％ 

 となっている。 

・ なお、新型コロナウイルス感染症の影響により、各月ごとの消費動向に大きな 

 変動が生じているが、令和元年 1 月の販売数量と比較すると 100％となる。 

・ 前年同月を基準にした令和 7 年 1 月の販売価格の値動きは、小売事業者向け 

 168.8、中食・外食事業者等向け 143.4。 

※令和 2年 2月以降、新型コロナウイルス感染症の影響により、各月ごとの消費動向に大きな変動が生じていることから、参考として 

令和元年（4月までは平成 31年）の同月との比較をした値を記載。 
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(オ) 小売価格・販売数量等の推移（ＰＯＳデータ） 

 

  

・ 令和７年２月の小売価格(POS データ)の平均価格(5kg 当たり)は、対前月差 

 ＋250 円（＋6.9％）、対前年同月差＋1,849 円（＋91.1％）の 3,878 円。 

円/5kg袋販売時換算(税込) 

資料：(株)KSP-SP が提供するＰＯＳデータに基づいて農林水産省が作成 
注 1：（株）KSP-SP が提供するＰＯＳデータは、全国約 1,000店舗のスーパー、生協等から購入したデータに基づくものである。 
注 2： POS データは、データ提供企業から遅れて報告されるものもあるため、 時点によって集計結果に若干のずれが生じることがあり、今後、修正され 
       ることもある。 
注 3： POS データの提供店舗数は、変動があることに留意が必要である。 
注 4： 全 POS取引平均価格は、POS データで把握できる 全ての精米の販売について５kg袋販売時に換算した上で加重平均を行った価格である。 
注 5： 価格に含む消費税は 8%である。 

・ 令和６年４月以降の販売量は、令和４年及び５年と比較して堅調に推移。 

・ 令和６年８月は南海トラフ地震臨時情報(８月８日発表) 、その後の地震、台風等に 

 よる買い込み需要が発生したこと等により８月５日以降伸びが著しい週が３週継続。 

 ９月２日以降の週は概ね前年を下回る水準で推移し、令和７年 3 月３日の週は対前年 

 同期▲11.6％。 
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直近の販売状況（対前年同期）

令和６年８月５日～11日 +38.8%

令和６年８月12日～18日 +21.4%

令和６年８月12日～18日 +48.6%

令和７年２月17日～23日 ▲6.3%

令和７年２月24日～３月２日 ＋0.1%

令和７年３月３日～９日 ▲11.6%
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  単位：円/5kg 袋販売時換算（消費税込み）、トン 

資料：(株)KSP-SP が提供するＰＯＳデータに基づいて農林水産省が作成 
注 1：(株)KSP-SP が提供するＰＯＳデータは、全国約 1,000店舗のスーパー、生協等（ドラッグストアは約 400店舗）から購入したデータに 
    基づくものである。 
注 2： POS データは、データ提供企業から遅れて報告されるものもあるため、 時点によって集計結果に若干のずれが生じることがあり、今後、 
    修正されることもある。 
注 3： POS データの提供店舗数は、変動があることに留意が必要である。 
注 4： 全 POS取引平均価格は、POS データで把握できる 全ての精米の販売について５kg袋販売時に換算した上で加重平均を行った価格 
    である。 
注 5： 価格に含む消費税は 8%である。 

うるち精米の主な銘柄の月別価格・販売数量 


